
OECD（経済協力開発機構）という機関があります。ヨーロッパ諸国を中心にアメリカや日

本も参加している国際的な機関です。このOECDが2018年に当時の15歳（高校１年生の学年）

に行った質問調査の結果の一部を紹介します。

細かくて見にくいですが、右下の①のグラフでは日本が最下位、②のグラフでは日本が１

位になっています。どんな質問に対する結果なのかというと、①は「学校以外の場所で勉強

のためにインターネットのサイトをどのくらい見るか」、②は「デジタル機器を使ってゲー

ムをどのくらいするか」という質問に対するものなのです。その他にもいろいろと質問があ

り、分かったことは、日本の子どもたちは、ゲームやチャットをするために使っている人が

一番多く、この使い方では世界で一

番でした。しかし、勉強の使い方で

は世界で最低ということでした。４

年前の調査であり、現在の状況はど

うなのかは分かりませんが、少なく

とも箕島中学校のみなさんはタブレ

ットをペンやノートと同じように文

房具として当たり前のように学習で

使用することができています。。

ところで、みなさんが大人になる

頃の日本は、ソサエティ5.0という超

情報化社会、人工知能(AI)やロボッ

トを活用しながら、誰もが快適で活

力に満ちた質の高い生活を送ること

のできる社会へと進んでいきます。

このような社会でみなさんが豊かに

生活していくためには、タブレット

やスマホなどを使って、ネット上か

ら自分に必要な情報を適切に取り出

して自分の意見をまとめたり、他の

人と意見を交流したり、何かを創り

出したりするというように情報通信

機器を正しく自由に使いこなす力が

必要です。
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みなさんが使っているタブレットは、有田市からみなさんに貸し出されているものです。

何のために貸し出されているのか、その目的としてガイドラインの冒頭には２つのことが書

かれています。１つ目は、みなさんが普段の学習で活用し、みなさんの学びがより豊かにな

るようにということ。２つ目は、情報化がさらに進んでいくこれからの社会を生きていく上

で必要な力をつけてほしいということです。

先ほど言ったソサエティ5.0という未来のこともありますが、タブレットドリルなどは自分

に合った学習を自分のペースで進めることができます。ぜひともタブレットを家庭での学習

にもどんどん使ってほしいと思います。ただし、ここで大切なのは、何の目的でタブレット

を使用するのかということを自分の中でもはっきりとさせておくこと。タブレットをどのよ

うに使えば自分にとってプラスになるのか、自分で正しく判断し、自分で自分を管理すると

いうことです。早いもので、みなさんがタブレットを家に持ち帰るようになって１年が過ぎ

ようとしています(１年生のみなさんは違うかもしれませんが・・・)。今後もタブレットを

使って、みなさんの学びがどんどん広がっていくことを期待しています。

↓ 利用ガイドライン もう一度しっかりと確認しておきましょう
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